
 

 

 

 

・アンケートについて 

川崎地域連合は、川崎市に働くすべての皆さんが、安心して働くことが出来る 

環境、暮らしやすい街づくりを目指して、「政策・制度要求と提言」を策定し、 

川崎市に対して申し入れを行っています。 

また、「要求と提言」の策定にあたっては国連が提唱する「ＳＤＧｓ（持続可能 

な開発目標）」のアイコンを表示し、労働組合の役割と立場を明確にしています。 

この独自アンケートを通じて、地域連合活動の一丁目一番地である「政策・制度 

要求と提言」運動の理解を深めていただきたいと考えています。また、アンケート結果や新たな要請は働く仲間 

のニーズや課題と捉え、「政策・制度要求と提言」の策定および今後の運動の参考にします。加えて、策定した内

容は友好議員と情報共有し、内容のブラッシュアップを行い、議会活動と連動していきます。 

・アンケートの対象者について 

原則、川崎地域連合加盟組合すべての組合員を対象に実施にします。 

 

・アンケートの内容（裏面）について 

これまでの要求と提言の中から関心の高い項目にチェックをします。 

また、新たな要請項目がある場合は、ご記入をお願いします。 

（必須項目の選択回答だけなら１，２分で行えます。） 

・アンケートの回答方法について 

組織の指示に従ってください。回答方法はＱＲコードの読み取り、 

川崎地域連合ホームページ、用紙（組織回収やＦＡＸ返信）があります。 

・アンケートのフィードバックについて 

アンケート結果は、機関紙、ＨＰ等でお知らせいたします。 

また、地区連合別に集計を行い、地区「政策・制度要求と提言」の策定の 

参考資料として活用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 川崎地域連合 〒210-0011 川崎市川崎区富士見２－５－２ ☎０４４－２１１－００５５ 

川崎地域連合  
はたらく・くらすアンケート  

（「政策・制度要求と提言」の策定や今後の運動のためにご協力ください） 

6月ニーズや課題を把握 

5月組合員全員を目標

にアンケートを実施 

7月要求案の策定 

7月友好議員と共有 

8月川崎市へ要求を提出 

12月川崎市から回答 

2月回答を精査し次年度へ 

政策制度実現の取り組み  

川崎地域連合 会員数約 7 万人 

ア ン ケ ート の 回 答 方 法 （ 締 切 り ６ 月 １ ４ 日 ）  

ＱＲコード読み取り 

機能を活用し、送信 

願います。 

スマホ・ケータイから 

川崎地域連合（連合神奈川内）のホーム

ページにアクセス願います。 

https://rengo.or.jp/川崎地域連合-2/ 

ホームページから 

裏面のアンケート用紙にご記入い
ただき、自労組に提出願います。 
労組は回収後、川崎地域連合に 
送付またはＦＡＸ願います。 
ＦＡＸ044-233-6942 

用紙回収 



 

ご協力ありがとうございました。 

はたらく・くらすアンケート２０１９ 
締切り６月１４日 

 

ＱＲコードが読み取れるスマホ・ケータイからの回答はこちら→→→ 

川崎地域連合ホームページからの回答はこちら https://rengo.or.jp/川崎地域連合-2/ 

あなた自身について教えてください。該当するものに〇をしてください。（すべてご記入願います） 

あなた自身の関心が高い内容を選び、 レ してください。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 
 
【重点課題】上記以外のことで働きやすい・住みやすい川崎市を目指し、労働組合自身としての取り組みや市民や行政など

と協力して取り組めるような政策課題（重点課題）等があればご記入ください。 

（例）食品ロスを減らす取り組みとして、宴会時の「3010運動」などを周知・啓発してほしい。 

 
 

【地域課題】働きやすい・住みやすい環境づくりに向けて、雇用、都市再開発、道路交通、生活環境、教育文化、福祉など

対市・対区（地域課題）に関する政策課題等があれば、より具体的にご記入ください。 

（例）場所「○○区××バス停を移動してほしい。」 

内容･理由「××バス停は道幅が狭いところにあり、車と接触の危険がある。」 

改善策「道路の拡幅や◎メートル先の□○にバス停を移動するなど対策を講じてほしい。」 

場    所  

内容 ･理由  

 

改善策など  

 

 

住まい １川崎区 ２幸区 ３中原区 ４高津区 ５宮前区 ６多摩区 ７麻生区 ８その他 

勤め先 

(地区) 

１川崎区（田島・大師以外）２田島地区 ３大師地区  4幸区  5中原区  6高津区  

７宮前区 ８多摩区 ９麻生区 10 その他 

暮らし １ひとり ２同居 年代 １０・２０・３０・４０・５０・６０ 

ジェンダーハラスメントの 
対策強化 待機児童ゼロ対策 包括ケアシステムの確立 

ヘイトスピーチ対策 
自然災害（地震・津波・
洪水・浸水など）対策 

ながらスマホの 
注意喚起強化 

川崎臨海部の 
交通インフラ整備 働き方改革の推進 自転車運転マナーの強化 

公共の喫煙場所の 

整備強化 

歓楽街の客引き 
防止対策 

ＪＲ南武線・横須賀線 
混雑緩和と安全対策 


